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 平成 26 年 3 月 18 日付で高畑さんから頂きました回答について、不十分な回答なので改めて

ご質問いたします。 

 足立さんと電話で話した折に、いみじくも足立さんが述べられた通り、「言った」、「いや、言って

いない」という異なる証言には証拠能力はないと考えます。食い違う高校と私の証言は、証拠能力

がないとして話を整理しましょう。 

 以前から、私が述べていますのも、正にこの点です。これまで高畑さん、足立さんからの回答文

は、「高校は説明したと言っているのでそのように認識する」ということです。これに対して私は一

貫して客観的な事実ないし証拠に基づいての説明を求めてきました。高畑さん、足立さん、意見

が食い違っているとき、高校側の主張は証拠採用するが保護者の主張は証拠採用しないというよ

うなご都合主義は止めましょう。 
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事実 1 

 2012 年度鶴見丘高校合格者登校日において冊子を配り、入学式時に支払う費目の一覧を示

し（資料 1）、入学式時に釣り銭の要らぬように支払うことを求めた。入学式時には全ての費目に対

する印刷された領収書が渡された（資料 2）。 

事実 2 

 2013年 7月 31日付けの鶴見丘高校校長中尾義且の回答において、2012年度高体連会費、

高文連会費の徴収において、資料 1 以外に協力を求めた文章はなく、支払いの認否を確認した

資料もないことが確認されている（資料 3）。 

 

 資料 1 には、どの費目が支払義務のある公費ないし学校取扱金であり、それ以外は任意支払

いの費目かは説明されていなかった。私は全てが支払義務のある費目と了解して支払いに応じ

た。どの費目を支払い、どの費目を支払わないという選択の余地はなかった。従って、高文連会

費、高文連会費の支払いの任意性は担保されていない。返還を求める。 
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事実 1 

 私は、2013年 3月に鶴見丘高校 PTAを辞めた。 

事実 2 

 鶴見丘高校校長中尾義且は、2013年4月から、公費あるいは学校取扱金を装った資料 4の文

章によって、私に対して特別指導費、空調電気代、朝講座・土曜講座代の支払いを求めた。私は、



鶴見丘高校校長名で出された文書による請求は公費の支払いと理解し、支払った。 

事実 3 

 2013 年 10 月、半年間校長名で請求されてきた特別指導費、空調電気代、朝講座・土曜講座

代は、公費あるいは学校取扱金ではなく、PTAの徴収する私費であることを知り、何故徴収してき

たのか、その説明を求めた。鶴見丘高校は、保護者に説明して理解を求めた上で支払い協力を

求める費目であると回答した（資料 5）。この説明は不合理である。これらの費目は学校とは無関

係の任意団体であるPTAの会計であり、PTA会員ではない私には無関係である。従って請求根

拠は存在しない。 

 

 以上の事実から、私は鶴見丘高校校長名の請求文書によって、特別指導費、空調電気代、朝

講座・土曜講座代を支払義務のある公費であると理解して、この錯誤によって誤って支払いに同

意したものであり、誤って支払った金員の返還を求めるものである。 

 

 大分県「学校私費会計取扱要領」において、私費会計は公費ないし学校取扱金と明確に区別

をするように注意喚起されている。今回の事件は同取扱要領に、学校関係団体費事務と公務の

不明確な事例として挙げられている「PTA 等の契約や支払い、収入に関する書類が校長名義」

に該当する。今回の事件は、PTA から私費会計事務を委託されている鶴見丘高校が、故意に私

を騙したか、あるいは重大な注意義務を怠った結果であり、いずれにしても全責任は鶴見丘高校

にある。 

 

誤払金の返還について、高畑さんは回答で任意団体である PTA の問題であり、PTA が判断

すべきであるとし、鶴見丘高校や大分県教育庁は関わりないと回答されましたが、不合理であり、

理解不能です。 

なぜならば、私は 2012 年度末で既に PTA を辞めており、この時点で PTA とは一切関わりが

なくなっています。PTA が鶴見丘高校に委託する会計事務は、あくまでも PTA 会員からの私費

の徴収であって、PTAが非 PTA会員である保護者から金員を徴収する権利は存在しません。従

って、PTAが 2013年度に私からの私費の徴収を鶴見丘高校に委託することはできません。 

結論として、2013 年 4 月以降に特別指導費、空調電気代、朝講座・土曜講座代を請求したの

は PTA とは関わりはなく、鶴見丘高校の独断であり、全責任は鶴見丘高校にあります。 

 

 以上から、大分県教育庁は鶴見丘高校に対して、2012年度高文連・高体連会費、2013年度 4

月から10月分の特別指導費、空調電気代、朝・土曜講座代を私に返還するよう指導することを要

請します。却下する場合には、確実な事実・証拠を以って合理的にご説明ください。 
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